


おわりに

戦争は科学技術を発展させるのか？

戦前の日本では，軍事研究には多額の研究費が軍から支給されました。

そのため，科学者や技術者は研究費に困ることなく，思う存分研究をすることが

できるので，一見すると科学技術が大きく発展したように見えます。

しかし，本当にそうでしょうか？

軍事研究は軍事機密として扱われ，公にされることはありません。軍から依頼を

受けた研究者や軍関係者など，限られた人しか研究を行いません。研究の新たな方

法やより良い技術が生み出される可能性を制限します。また，公開性・透明性が失

われ，研究がゆがめられる可能性があります。

陸軍科学研究所から登戸研究所にかけて行われた軍事研究がそれを示しています。

例えば登戸研究所第一科長・草場季喜が発明した高層気象観測用装置「ラジオゾンデ」

は優れた発明でした。しかし「秘密特許」として扱われ，公にされることは一切あ

りませんでした。

もしこの発明を学会で発表し，国際的に多くの科学者・技術者と交流し議論を重

ねていけば，もっと早くに高層気象の実態を解明でき，世界的に気象災害を減らす

ことができたでしょう。

戦争は科学技術の発展をゆがめます。

また忘れてはならないことは，軍事研究に協力した科学者・技術者の苦悩です。

研究の過程で，素晴らしい発明が生まれたとしても，科学者たちは特許をとるこ

とも自由に発表することもできません。誰とも分かち合うことは出来ず，科学者た

ちの自由は非常に制限されます。こうした科学者たちの苦悩は，戦争が終わっても

続くことを登戸研究所は私たちに伝えています。

私たちは改めて問う必要があります。

「戦争は科学技術を発展させるのか？」
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登戸研究所では「秘密戦」のための多種多様な謀略用器材の研究開発をおこなってい

ました。そのため，各分野の研究者や企業などを動員して研究開発を進めていたことは，

今回の企画展でも紹介した通りです。しかし実物や記録がほぼ残されていないため，そ

の開発品についての詳細はよく分かっていません。そこで関係者の著書や証言からその

一部を分かり易く紹介するシートを作成。多種多様な研究内容の一端を知る手がかりに

してもらいました。

そうした研究開発品の一つに「秘密インキ」があります。「秘密インキ」で書いても

肉眼では見えない特殊なインクですが，特殊な液体を塗布したり，紫外線をあてたりす

ることで書かれた内容が分かるようになるものです。スパイなどが秘密裏に情報を伝達

するために使用していたと考えられます。この「秘密インキ」も現物は残されていない

ため詳細は分かりません。しかし，その原理は現在でも様々なところで利用されていま

す。

その一例として，郵便物に印刷されているバーコードの展示と特殊なインクを用いた

市販のペンの試し書きを体験してもらいました。配達された郵便物の宛先面には特殊な

インクでバーコードが印刷されています。透明なインクなので一見しても分かりません

が，紫外線ライトを照射すると見えるそのバーコードには配達先住所などの情報が含ま

れており，郵便物を機械で素早く仕分けることが可能になります。ペンも同様に透明で

特殊なインクが使用されており，紙に書いても何も見えませんが紫外線を照射した時だ

け書かれた内容が見えるようになります。

バーコードやペンに使用されている特殊なインクは，登戸研究所で開発された「秘密

インキ」そのものではありません。しかし身近なものにも登戸研究所の研究開発してい

たものと同様の技術が生かさ

れていることを知り，その雰

囲気を楽しみながら体験でき

たかと思います。また紫外線

をあてると見えるペンは 100

円ショップなどで購入するこ

ともできますので，ご自宅で

も体験可能です。
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